
様式１(第 6 条関係) 

 

報  告  書 
 (  道 下   班) 

開 催 日 時  平成 28 年 5 月 11 日（水）19:00～20:30 

開 催 場 所  三隅公民館 

出 席 議 員 

原田義則・芦谷英夫・田畑敬二 

司会者 道下文男 

報告者 串崎利行 

記録者 柳楽真智子 

  

参 加 人 数 10 人 

主な要望・提言等 

○本庁がうまく機能していないのではないか。 

○まちづくり総合交付金が、意味のない使われ方をしてい

るように思う。どのように使われたのか皆に分かるよう

にしてほしい。第三者がチェックする必要があるのでは。 

○公民館がまちづくり委員会の事務局を持つことが間違い

だと思う。 

○地域にお金が入ってくれば入っただけ使うと思う。ムダ

使いにつながる。バラマキになってはいけない。 

○すべてを補助金でやろうと思うのは違うと思う。 

○まちづくり制度によって、防災や集落行事を充実させる

ことができている。ありがたい。 

○5 年後・10 年後にはいくら交付金をもらっても、それを

使うパワーが無くなっていると思う。 

○まちづくりに必要な後継者の育成が大切だと思う。 

○公民館が 3 人体制になっているが、3 人とも休みで休館に

なっていることがある。交代で出て開けるべきではない

のか。市民サービスの低下である。 

○合併 10周年を過ぎたが、条例の見直しはされているのか。 

○浜田自治区で防災行政無線屋外子局が意味をなすのか。 

 三隅では、無線でお悔やみや行事のお知らせを流しても

らえず、特に高齢者は不自由している。 

○三隅霊園にトイレがなく、柄杓や水桶が少なくて不便。 

○自治会活動の中で、同じような委員会や役割があり、次

世代の人に引き継ぐためにも、運営しやすい体制にして



ほしい。 

○支所が寂しくなっている。支所に活気が出るようになっ

てほしい。 

○議会報告会のチラシに、年度も書いてほしい。 

 

 

浜田市議会議長  西田 清久 様 

 

平成 28 年 5 月 23 日 

浜田市議会報告会規程第 9 条第１項の規定により提出します。 

    

                    道下    班 

代表者  道下文男              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


